
【様式１】 

調査年度 平成 24 年度 

平成 24 年度 長期的な展望を踏まえた国土基盤の管理運営戦略に関す

る調査 
調査タイトル 

１ 調査の目的と背景 
人口減少、環境問題の深刻化、国際的な経済競争の激化、インフラの老朽化、大規模

災害の危険性といった国家的課題への対応を踏まえて、将来目指すべき国土基盤ストッ

クのあり方を示す必要がある。 
国土計画において提示された「国土基盤ストックのあり方」は、インフラ所管部局に

おける制度・基準づくりや、実際にインフラを保有・管理を行う地方自治体等の取組を

通じて実現されることになる。 
また、国土計画の担い手である地方自治体においては、総合計画や都市計画マスター

プランにおいて「将来のまちのあり方」が示されている。国土計画、各地方自治体にお

ける長期計画、インフラ所管部局によるマネジメント計画と連携を図りながら、国土計

画において示された「国土基盤ストックのあり方」が実現されることが望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
近年、ファシリティマネジメント・アセットマネジメントに取り組む自治体は増えて

きている。ファシリティマネジメントにおいて公共施設の統廃合・再配置の計画を描い

たり、アセットマネジメントにおいて投資の優先順位を決定する際には、将来のまちの

あり方を前提として、集積・活性化を図るべきエリアで優先的に施設を維持したり、イ

ンフラを改良したりすることが望ましいと考えられるが、実際には、将来のまちのあり

方と関連づけて議論している例はほとんど見られない。また、公共施設、道路・橋梁、
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上下水道などの分野横断的にストック全体を包括して検討している例も、あまり見られ

ないのが現状である。 
本調査では、統計データに基づいて、自治体の規模に比した適正（標準的）なストッ

ク量を評価するための分析手法、自治体におけるストックの持続可能性を評価するため

の“健康診断”ツールを開発し、いかなる自治体がストックの持続可能性に関するリス

クを抱えているかを分析した。さらに、ケーススタディを通じて、そうした自治体にお

ける、まちづくりと連携した将来の国土基盤ストックのあり方を具体的に検討した。 
 

２ 調査項目 
（１）国土基盤ストックの維持・更新需要推計の手法の見直し及び推計の実施 
  H２２調査で構築したシミュレーションモデルを、「現状維持」「財政制約」「人口減

少」「長寿命化」等のシナリオによる感度分析が実施できるように改良するとともに、

投資額データやデフレータの更新を実施。 
（２）国土基盤ストックの維持更新に係る診断指標の開発 
  自治体の人口・面積規模で、保有するストック量を説明する回帰モデルを構築。保

有しているストック量と財政状況の２つの視点で、自治体におけるストックの持続可

能性を評価するツールを開発。 
（３）ケーススタディの実施 
  自治体類型とストックの過不足状況のバランスを考慮して１１自治体を選定し、ケ

ーススタディを実施。ケーススタディでは、複数シナリオ（ストック維持/削減シナリ

オ）に基づく将来更新費用等の推計を行い、自治体担当者とディスカッションを実施。

（４）国土基盤ストック維持・更新に係る取組状況及び制度内容の把握 
  国土交通省及び他省庁の計画・提言等をレビューし、国土基盤ストックの維持更新

に係る取組状況及び制度内容を把握。ファシリティマネジメント先進自治体にアンケ

ートを行い、取組内容等を把握。 
（５）長期的な展望を踏まえた国土基盤ストックの管理運営戦略に関する取りまとめ 
  （２）及び（３）の結果を踏まえ、まちづくりと連携した将来の国土基盤ストック

のあり方を提案するとともに、今後の課題を整理。 
 
３ 調査結果（概要） 
 ２の調査項目を踏まえて、将来のまちのあり方（圏域構造・都市構造）と国土基盤ス

トックのあり方のイメージ図は、以下のようになる。 
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 また、本調査結果を踏まえた、自治体の類型ごとの都市像、将来のストックのあり方

及びそれを実現するための方法を整理したものが下表である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拠点市街地に
人口を集約

集落の消滅
災害危険区域

××

多極（クラスター）型
コンパクトシティ

「一極集中型」コンパクトシティ」は

なじみにくい。「多極型」コンパクト
シティであればイメージに合う。

衛星都市は中心都市に頼ることができる。

ただ、中心都市には古いストックが多く、衛
星都市に新しいストックが多い。都市圏単

位でストックのあり方を議論すべき。

大都市の都心部は「PPP」で解決でき、中山間

地域は「地域コミュニティ」の協議・創意工夫」で
きる。コミュニティの絆が弱く、外部からの民間参

画も望めない地域が一番問題。

ストック管理を住民に委ねるためには、地域にある程度

の人口集積が必要。（これまでは集落単位で給水施
設を管理してきたところでも、集落の人口が減れば、自

治体が面倒を見なければならなくなる）

まちづくりの基盤はコミュニティであり、学校がコミュニティの核

として機能していることが多い。学校を廃止する場合は、コ
ミュニティの機能をいかにして維持していくかを考える必要が

ある。 （住民が溜まれる小さな「ハコ」を設ける等）

贅沢なハコモノを切るのは当然だが、まちの競争力を維持

するため、日常生活を送る上で必要な基礎的サービス
（安全・安心）の水準を落とすのは望ましくない

住民にとってのサービス水準が維持される範囲で、イ

ンフラの運営形態をできるだけ効率化すべき（下水
道→合併浄化槽、上水道→簡易水道）

民間のビジネス機会を

奪っている可能性があ
るものは、民に委ねる。

（公営住宅、スポーツ・
レク施設等）

広域
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図 将来のまちのあり方と国土基盤ストックのあり方（例） 

表 自治体の類型ごとの都市像、将来のストックのあり方と方法（例） 
分析結果 方法論類型 将来の都市像 将来のストックのあり方

経済合理性が働き、ま
た、機能代替できる民
間施設も存在するため、
PPPで対応。

不要なストックは削減し
つつ（民に委ねる）、機
能アップのための投資を
積極的に行う。

集約型都市構造を目
指す都市圏の“中心”
として、都市機能を
高める。

現在のストック量を維持できる可能性
が高い。

大都市

広域的ストックは、PPP
で対応。
秦野市・習志野市など
先進事例が豊富であり、
それを参考にＡＭ／ＦＭ

による解決を目指す。

広域的ストックは「大都
市」に委ね、基礎的ス
トックに注力。生活圏域
単位で、ストック配置を
効率化。

現在のストック量を維持できるところ

が多い。

相対的に“過剰”でも、人口減少に応

じて削減すれば、財政の持続可能性
を確保できる。

集約型都市構造を目
指す都市圏の“郊外”
として市街地の集約
化を図る。

大都市
郊外

地方都市でも、ＡＭ/Ｆ
Ｍに取組む自治体が増
えてきている。先行事例
や都道府県のサポートを
活用しつつ、自力で対

応。

現在のストック量を維持するのは難し
いが、人口にあわせて削減すれば、概
ね財政の持続可能性を確保できる。
ただし、山がちで空間的制約が大きい
場合はサービス水準引き下げも要検

討（飯田市・日光市）。

中心部と郊外部を線引
きし、中心部は優先的に
投資を行う一方、郊外
部のストックは縮小。

郊外部や農村部を含
む独立した都市とし
て、コンパクトシティを
目指す。

地方
都市

人口にあわせて減らしても、財政の持
続可能性を確保できない。
財政の持続可能性の観点から“必要
水準”を設定し、そこまで削減する必
要がある。

中心部の拠点性を高
める一方、外縁部は
長期的に縮退。あわ
せて、「地方都市」と
の連携を強化。

民間の担い手は存在せず、
自治体としてもリソースが
限られる。単独での解決は
難しく、水平連携・垂直連

携による対応が必要。

広域的ストックは「地方都
市」に委ね、基礎的ストック
に注力。中心部に“小さな
拠点”を整備し、外縁部は

サービス水準を引き下げ。

その他
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